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機械翻訳の必要性機械翻訳の必要性

• 今日、グローバル世界で活動するにしたがっ
て、言語の翻訳の仕事が急激に増加してい、言語 翻訳 仕事 急激 増加
る。

人手による翻訳は時間がかかり コストが高• 人手による翻訳は時間がかかり、コストが高
く、言語によっては翻訳者の数も限られる。

• 機械翻訳システムを導入し、機械翻訳の結果
を人手で後修正することが行われてきた。を人手で後修正することが行われてきた。

2



機械翻訳の質機械翻訳の質

• 機械翻訳の質は原文テキストの分野、書き方
によって大いに異なる。

• 翻訳の質としては、「文章のあちこちに誤りが
見られるが ていねいに読めば内容が理解で見られるが、ていねいに読めば内容が理解で
きる」というのが、最低の受入れ可能なものと
考えられる考えられる。

• 機器の取扱い説明書のように、無機質な文機器の取扱い説明書のように、無機質な文
章の場合は比較的翻訳率は良い。

（７０ ８０％）（７０～８０％）
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システム設計における条件システム設計における条件

• どのような工学システムや機械も設計に際し
て明確にすべきことがあるて明確にすべきことがある。

• その第１は使用に際しての規定、範囲、条件そ 第 使 際 規定、範囲、条件
である。

• その第２はこの条件の下での作動結果の性• その第２はこの条件の下での作動結果の性
能である。
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機械翻訳システムにおける機械翻訳システムにおける
条件設定の難しさ

どのような文章を入力として受付けるか• どのような文章を入力として受付けるか。

• どのような翻訳結果を合格とするか。どのような翻訳結果を合格とするか。

• これらは読む人の持つ知識にもよる。

• 現在の機械翻訳システムにおいては、特に入
力文の構造の複雑さが最大の問題である。
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条件設定で注意すべきこと条件設定で注意すべきこと

辻 指摘（辻井潤一氏の指摘）

• 背景知識を持たない人でも理解できる文背景知識を持たない人でも理解できる文

• 解釈が人によって変わらない文

• そのためにはすぐれた（専門用語）辞書が必
要要
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制限日本語制限日本語

• 日本語の文章表現に制限をつけて、できるだ
け機械翻訳シ テムで解析が正しく行われけ機械翻訳システムで解析が正しく行われ、
翻訳がスムースに行えるようにする。

• そのような制限言語のあり方については、
１９８３年から８４年にかけて３つの論文を情１９８３年から８４年にかけて３つの論文を情
報処理学会の研究会に発表している（長尾ほ
か）か）。
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制限言語のための
文章作成援助システム

• これは１９８４年に発表した制限言語のための一種
のワープロシステムである。のワ プロシステムである。

• １つの文の長さが一定の数を超えると警告を発する。

• 「ＡのＢとＣ」という表現が作られたら「Ａの（ＢとＣ）」
か「（ＡのＢ）とＣ」かを聞いて（ ）でくくることを行う。

• 主語省略等のある時、警告を発する。

• 単語に幾つかの意味があった時 それらを示し• 単語に幾つかの意味があった時、それらを示し、
選択をさせる。

などなど
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産業日本語産業日本語

• 産業分野で使われる文章を制限日本語とい
う考え方で書くう考え方で書く。

• 制限の条件を列挙する。これらはできるだけ
単純で明確でなければならない。

• 表現を制限することのほかに システムが正• 表現を制限することのほかに、システムが正
しく構文解析できるように「Ａの（ＢとＣ）」のよ
うに補助的記号を導入することも考えるうに補助的記号を導入することも考える。

9



産業日本語ワ プロシステムの開発産業日本語ワープロシステムの開発

• 制限を守らない書き方について、on‐line、real‐制限を守らない書き方について、on line、real
timeに警告を出し、書き手に修正させる。

文を書 行くにしたが 並行し 構文解• 文を書いて行くにしたがって、並行して構文解
析もできるだけ行い、構文的あいまいさが出る
場合には、どの解析が正しいかを書き手に決
めさせる機能をもたせる。めさせる機能をもたせる。
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産業日本語のための辞書産業日本語のための辞書

• 多義の単語や句について充実した辞書を作
り そのような表現が使われた時に どの意り、そのような表現が使われた時に、どの意
味で使ったかを書き手に決めさせる。

• 産業の各分野で使われる専門用語は徹底的
に収集し 文の解析 翻訳が困難に陥らないに収集し、文の解析、翻訳が困難に陥らない
ようにする。
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産業日本語、制限言語で
注意すべきこと

• 文章を書く人に大きな抵抗感を与えないよう
な制限条件でなければならないな制限条件でなければならない。

• 産業日本語ワープロを作り、多くの人に使っ
てもらいながら、抵抗感が少ない制限の仕方
などを追及する。などを追及する。

• 制限条件が翻訳の相手言語によって変えね
ばならないという状況がありうることも考えてばならないという状況がありうることも考えて
おく。
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